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　　　　　　本　　　社　　　静岡県沼津市西島町19番15号

         　　第二工場　　　静岡県沼津市西島町20-40

百万円 百万円

1843 ㎡ 1843 ㎡

産業廃棄物収集運搬実績

従業員数 13人 10人

法人設立年月日：Ｈ１３年１１月１日　　資本金：３００万円

売上高 125125

活動規模

3075ｔ 2737ｔ

2024年度（2024.4～2025.3）

産業廃棄物中間処分実績 2770ｔ 2351ｔ

床面積

一般廃棄物収集運搬実績 752ｔ 738ｔ

2023年度（2023.4～2024.3）

産業廃棄物の中間処分業

事業の規模

事業の概要

[事業所及び代表者名]

有限会社　ダストワーク　　代表取締役　元杉智子

[所在地]

環境管理責任者　　江本明夫　　工場長　

[環境管理の責任者及び担当者氏名、連絡先]

事業の内容

産業廃棄物収集運搬業・一般廃棄物の収集運搬業

メール：dustwork@view.ocn.ne.jp　ＵＲＬ：http://dust-work.com

環境管理事務局　　江本　直哉
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　廃プラスチック類　　金属くず　　　ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず　　

　がれき類　　汚泥　　廃油　　紙くず　　木くず　　繊維くず　　動植物性残さ

台数 台数

1 1

1 1

1 2

1 1

1 1

1

1

1

1

圧縮梱包施設

軽乗用車

工場の設備

台数

2

脱着式装置付き
ｺﾝﾃﾅ専用車

4100ｋｇ

重機の種類

3700kg ホロー車 1500kg

3550kg

ｷｬﾌﾞｵｰﾊﾞｰ

紙くず：3.57ｔ/8ｈ

2000kgダンプ

塵芥車

6300ｋｇ

紙くず：8.10ｔ/8ｈ廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類：9.40ｔ/8ｈ

繊維くず：2.70ｔ/8ｈ

1500kg

2000kg2000kg

1

2

－

ｶﾞﾗｽ・ｺﾝｸﾘｰﾄ及び陶磁器くず：4.42ｔ/8ｈ

清水町

静岡県公安

フォークリフト

ユンボ（大）

ユンボ（小）

古物商

2900kg

破砕施設

3800kg

繊維くず：1.75ｔ/8ｈ

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類：3.57ｔ/8ｈ 木くず：4.86ｔ/8ｈ

金属くず：6.53ｔ/8ｈ

2500kg

7100ｋｇ

最大積載量

第490号

第49107045720号

車両の状況

金属くず商

最大積載量車両の種類

解体工事 2024.11.27～2029.11.26

  2005.9.13交付

今期　実績無し

静岡県公安

車両の種類

県及び市

静岡県

静岡県

三島市

  2005..9.13交付第301号

第11号

許可内容

2024.4.1～2026.3.31

第2201083338号

許可番号

第2221083338号

第24327号

許可有効期間

2024.2.23～2029.2.22

2021.12.25～2026.12.24

2024.4.1～2026.4.1

区分

産業廃棄物処分（中間処理破砕等）

産業廃棄物収集運搬

一般廃棄物収集運搬

一般廃棄物収集運搬

産業廃棄物の種類
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エコアクション２１　実施体制

代表取締役　　元杉智子

環境管理責任者　　江本明夫

環境管理事務局　江本直哉

役割

部門 内容

車両安全管理
遠藤・三輪

環境経営
江本(直)・後藤

省エネ
元杉智子・木村

環境美化
真野・宇治土公

代表者全体の評価・見直し改善・任命・ｴｺ21への資金準備

社外安全管理・施設管理・従業員へのﾏﾆｭｱﾙ指導

車両安全管理 車両点検表のとりまとめ

代表者

環境管理責任者

環境経営 環境に関する知識の向上

身近に感じるもったいないの提案

工場の処理工程図

一般事業所 工場内

省エネ 節電・節水・ｴｺドライブの指示

従業員 環境管理責任者・事務局及び当該部の指示に基づき行動する

収集運搬 収集運搬

破砕 再生

環境美化 清掃の指示

産業廃棄物

圧縮 処分場

もったいない委員
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１） 電気、軽油、ガソリンの省エネルギー活動の推進
２） 自社及び収集・運搬廃棄物のリサイクル向上
３） 節水活動による水使用量の削減

2．

3． 廃棄物排出事業者に対して分別排出の指導・支援に努めます

4． 環境関連法規制等の遵守
環境関連法規制及びその他の規制を遵守致します　　

5． 環境コミニュケーションの積極的実施

6．

7，

改定日：

代表取締役　元杉智子
有限会社ダストワーク

環　境　経　営　方　針

 当社は、廃棄物収集運搬・処分を通じて、循環型社会に対応し、地球温暖化問題への取り組み
や、事業のあらゆる分野で環境に配慮した行動に努め社会に貢献する

2023年2月1日

環境経営理念

基本方針

　当社は、環境理念に基づいた環境経営システムを構築し、基本理念の実現に向け、以下のことに取
組みます。

全従業員に、この環境経営方針及び必要事項を周知し、全社員参画による取組を展開します。

環境保全活動を展開し、二酸化炭素排出量、廃棄物排出量、総排水量の削減に努めます

社外においては、環境経営レポートを公開し、利害関係者とのより良いコミニュケーションを実
践します

受入れた廃棄物のリサイクル率の向上を目指し、再資源化に努めます

環境経営の継続的改善を行います

1．

エコアクション21の取組みで環境だけではなく経済や社会の幅広い課題の解決を目指します
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削減数値は2018年度を基準とし、その実績に対し次年度以降の削減率および目標数値を定める。

＊車両燃費向上は収集運搬量1ｔ当りの軽油使用量です。　 （4月～3月実績評価）

単位

kg-CO2

kg-CO2/百万
円

購入電力 kWh

ガソリン使用量 Ｌ

軽油使用量 Ｌ

液化石油ガス（ＬＰＧ） kg

kg

㎥

品

Ｌ/ｔ

％

※基準年度を2024年度に変更し、2026年度より毎年0.5％づつ削減する。

単位
2024年度実績

（基準）
2025年度目標

（-1.0％）
2026年度目標

（-1.5％）
2027年度目標

（-2.0％）

kg-CO2 90,064 89,163 88,713 88,262

kg-CO2/百万
円 721 713 710 706

購入電力 kWh 17,802 17,624 17,535 17,446

ガソリン使用量 Ｌ 5,372 5,318 5,291 5,265

軽油使用量 Ｌ 26,884 26,615 26,481 26,346

液化石油ガス（ＬＰＧ） kg 4.4 維持管理 維持管理 維持管理

kg 104.8 維持管理 維持管理 維持管理

㎥ 283 維持管理 維持管理 維持管理

品 環境配慮品優先購入 継続 継続 継続

Ｌ/ｔ 7.5 7.4 7.4 7.3

％ 94.7

17,203

1,635

一般廃棄物排出量(事務所）

51,704

1,694

53,579

17,827

70.5

118.7

73.1

123

環境への負荷実績と環境目標

短期目標

1,045

150,619 145,347

売上高当たり（2018年度売上 139.1百万円） 1,082.8

項目 2018年度実績
2024年度目標数値
「目標削減率3.5％」

二酸化炭素排出量

中期目標

9.69.9

254.8

環境配慮品優先購入実施

264

環境配慮品優先購入

廃棄物リサイクル率向上 90%以上90.0

水使用量

グリーン購入

車両燃費向上

90％以上を維持

項目

二酸化炭素排出量

売上高当たり（2023年度売上 125百万円）

一般廃棄物排出量(事務所）

車両燃費向上

廃棄物リサイクル率向上

グリーン購入

水使用量
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東京電力二酸化炭素排出係数　0.462 を使用

単位 達成状況

kg-CO2 ○

kg-CO2/
百万円 ○

kWh ✕

Ｌ ✕

Ｌ ○

kg ○

kg ○

㎥ ✕

品 ○

Ｌ/ｔ ○

％ ○

原因は、約８割を占める軽油の使用量が大幅に達成した為です。

今後も、省エネ活動を継続します。

夏の猛暑により休憩時のエアコン使用量が増加した為と思われます。

今後共、省エネ活動を継続します。

軽油使用車からガソリン使用車に変わったため軽油使用量が減少しました。

今年度は使用を止めたため削減です。

売上高当たり（2023年度売上 125百万円） 1,045 720.5

購入電力 17,203 17,802

ガソリン使用量 1,635 5,372

軽油使用量 51,704 26,884

液化石油ガス（ＬＰＧ） 71 4.4

環境目標に対する実績評価

2024年度（2024年4月～2025年3月）

二酸化炭素排出量 145,347 90,064

項目 2024年度目標数値 2024年度実績数値

項目 分析と評価

結果の分析と評価

購入電力

目標数値に対して103.4％でした。

目標数値に対して大幅に達成となりました。

二酸化炭素排出量

一般廃棄物排出量(事務所） 119 104.8

自社工場廃棄物リサイクル率 90%以上 94.7%

水使用量 255 283

車両燃費向上 9.6 7.5

環境配慮品優先購入実施グリーン購入 環境配慮品優先購入

増加の原因は、軽油使用車からガソリン車に変更と、人が変わり不慣れなため最
短コースを

水使用量

ていきます。トラックの洗車方法もまた意識して使用します。、次回は目標を再検討します。

軽油使用量

一般廃棄物排出量(事務所）
目標数値に対して88.0％でした。

排出量が少量なので、削減困難な為に次回は目標を再検討します。

目標数値に対して110.9％でした。目標数値に近づきましたが、達成とはなりませ

目標数値に対して51.9％で、大幅に達成しました。

ガソリン使用量

目標数値に対して328.5％でした。

選べなかったことも考えられます。次回は基準年度を変更します。

でした。夏場はミスト使用量が増加します。時間を決めて使用するなどして工夫し

引き続き無駄のない回収ルートの実施を行います。

ＬＰＧ使用量
目標数値に対して6.1％でした。暖房器具としてガスの使用をしていましたが
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推進計画 取り組み項目 具体的方法 担当者 4～7月 8～11月 12～3月

運行時

随時

・温度設定（夏季28℃、冬季20℃）

省エネ機器購入推進 新規購入の際検討する 責任者

ミスコピー裏面活用 仮印刷には裏紙を利用 事務局

紙使用量の削減 ペーパーレスに努める 事務局

事務所、現場ｺﾞﾐ削減 分別の徹底 事務局

洗車時の節水

手洗い時の節水

紙のリサイクル 新聞・雑誌名刺大以上の紙 社員

缶・瓶・ペットボトル
の  リサイクル

分別の徹底 責任者

グリーン購入の推進 ｸﾞﾘｰﾝ購入品の確認 該当商品の購入 事務局

責任者

従業員への周知 ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ月２回
ｴｺｱｸｼｮﾝについて記録に残
す  （出席者・月日・内容）

社員

処理施設における
環境への配慮

リサイクル率の向上 受入廃棄物の分別の徹底 責任者

粉塵・騒音・
異臭への対策

処理施設内での作業中、
シャッターを閉める。
ミストを使い散水する

リサイクルの推進

安全管理

処理施設及び
重機の点検

施設内、作業前点検、重機の
日常点検（ﾁｪｯｸｼｰﾄ記入）

年１回メーカー点検
ドライバー

安全具の使用
ﾍﾙﾒｯﾄ・安全靴・防塵マスク・

長袖長ズボンの着用
現場

水使用量の削減 水をこまめに止める 社員

収集ルートの見直し 顧客の状況に応じた見直し ドライバー

処理施設の省エネ
不用電源のオフ

アイドリングストップ
責任者

事務所内の省エネ
不用電気の消灯
エアコン温度設定
未使用電源ＯＦＦ

事務局

廃棄物排出量の削減

環境活動計画

二酸化炭素排出量の削減
（電力使用量、

化石燃料使用量）

車両の点検、整備
点検項目にそって点検し、
車両検表を毎日記入する。

定期的に整備をする
ドライバー

・点検　運行前後

・整備　2ヶ月に1度

エコドライブ
エコドライブ１０のすすめ

最短ルートの策定
ドライバー

9 / 17 ページ



2023年度 環境活動計画の評価・次年度の取組内容

環境活動計画

（環境活動レポートの「環境活動取組み計画」を簡略に転載） 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

①室内空調の管理（夏季：27℃、冬季22℃） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 継続

②ＯＡ機器・証明機器の買換時の省エネ機器購入推進 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 継続

③不要時の照明消灯 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 継続

①社用車でのエコドライブの推進 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 継続

②社用車の定期的整備の推進 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 継続

③社用車に省燃費に有効なｴｺ整備、車検・ｴﾝｼﾞﾝ洗浄を実施する ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 継続

①社用車でのエコドライブの推進 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 継続

②社用車の定期的整備の推進 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 継続

③社用車に省燃費に有効なｴｺ整備、車検・ｴﾝｼﾞﾝ洗浄を実施する ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 継続

①給湯設備の使用制御 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 継続

①古紙や缶、瓶、ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙの分別を徹底し、ﾘｻｲｸﾙ率を上げる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 継続

②裏紙の使用などペーパーレスに努める ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 継続

①トイレの水量調整、手洗い時に水道をこまめに止める ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 継続

②洗車時の節水 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 継続

③敷地内・産廃ボックス清掃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 継続

①作業前点検、重機の日常点検、年１回のメーカー点検 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 継続

②処理施設内の整理、整頓、清掃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 継続

③ヘルッメト、安全靴、長袖長ズボン、マスクなど安全具の着用 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 継続

①事務用品、事務用機器の該当商品購入 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 継続

次年度の
取組

グリーン購入の推進

前年度の
0.5％の削減

水使用量削減

安全管理
整理・整頓　清掃の推進

前年度の
0.5％の削減

前年度の
0.5％の削減

ガス使用量削減

前年度の
0.5％の削減

電力使用量削減

廃棄物排出量削減

前年度の
0.5％の削減

ガソリン使用量
削減

管理項目

二
酸
化

炭
素
の
内
訳

前年度の
0.5％の削減

軽油使用量削減

・環境活動計画の評価・・○：できている、△：充分ではない、×：できていない

年度目標

1/4期 2/4期 3/4期 4/4期

総合
評価

*2024年度：2024年4月～2025年3月
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目標達成で終了　

目標未達成で終了

環境目標・活動計画の取組と評価

二酸化炭素排出量

結果と評価
次年度の取組内容

結果と評価
次年度の取組内容

取組内容

購入電力の削減

引き続き運行ルートの見直し、タイヤの空気圧点検等を細目に行う

不用電気の消灯、PC不用時の電源OFF、エアコンの温度管理（夏季２８℃、冬季２０℃）

各自がさらに節電を心がけて行動するよう促す
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従量電灯C（15ｋVA）電力使用量
2022年度

2023年度

2024年度
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ｋｗｈ
低圧電力（21ｋｗ）電力使用量

2022年度

2023年度

2024年度
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・車両点検表を毎日記入（走行距離、給油量、整備）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

･収集運搬ルートの確認をして、最短ルートを割り出す

・エコドライブを社員に意識させる

・目標は、ガソリンが未達成、軽油達成で終了

・各自が燃費効率の良いルートを考え、エコドライブを徹底する

・飲食などで出たゴミの分別の徹底及び計量　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・裏紙使用、封筒の再利用　・両面集約印刷　　　　　　　　　　　　　　　　　　

目標達成で終了。今後も取組を継続させる。

ガソリン、軽油使用量の削減・燃費の向上

取組内容

結果と評価
次年度の取組内容

取組内容

結果と評価
次年度の取組内容

事務所廃棄物排出量削減

・ガソリン車増加に伴う使用量の増加
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ガソリン使用量 2022年度

2023年度

2024年度
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軽油使用量 2022年度

2023年度

2024年度
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・グリーン購入

・持込された廃棄物を工場内で素早く仕分けを行い、蓄積しないようにする

・排出事業者及び自社運搬持込事業者に、極力分別の協力を申し出る結果と評価
次年度の取組内容

取組内容
・洗車は効率良く節水を考え、短時間で行う
・清掃・洗濯時は細目に水道を利用する様心掛ける

結果と評価
次年度の取組内容

・目標は未達成で終了
・各自が節水への意識を高めて取組む様心掛ける

取組内容

結果と評価
次年度の取組内容

水使用量削減

グリーン購入

廃棄物リサイクル率向上

取組内容

・意識して購入できた

・引続き継続購入をする
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想定される緊急事態について、環境への影響を最小限に食い止め、内外への連絡を円滑にし、可能な範囲で　　　　　　　　　　　　　　　　　
事前にテストするとともに、定期的に（年一回以上）その訓練を行う。
更に、緊急事態の発生やテストの後、対応策が効果的であったかどうかを検証し必要であれば改善する。

想定される緊急時の環境 準　備 対応・訓練等

災害による工場及び車両の破損
人命を最優先に考え無線連絡等で情報の
共有をすること。

車両からの汚水の流出 顧客への協力依頼 回収する際に十分に確認すること。

場内の廃棄物からの引火・火災 受入れる廃棄物の徹底
万 が 一 に 備 え 消 火 器 を 用 意 す るこ と。
消火器の点検を行うこと。

運搬車両からの廃棄物の飛散 運行前荷の確認
速やかに安全な場所に車両を止め対応に
あたること。

車両事故 車両点検
安全を確認して車両を止め、会社に通報し
指示を仰ぐこと。

運搬車両（塵芥車）の火災 顧客への協力依頼
積込む際に十分に気を付けて確認をするこ
と。

近隣地域からの苦情 時間帯の考慮 長時間音の発生が無いようにすること。

◇     緊急事態対応訓練　◇

想　定　　：　工場内からの火災発生

内　容　　：　消火訓練・緊急連絡方法

緊急事態の想定結果及びその対応策

実施日 　：　令和7年3月15日（土）

評　価　： 走行中に荷台から出火したらどう対処するかを話はいました。
               また、車両に積まれている消火器の点検を 行いました。
                訓練の結果としては、特に問題はありませんでした。
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　　　1）・収集運搬システムにおける環境配慮及び効率化
　　　　　　　①　走行距離の短縮化を図っている
　　　

　　　2）・収集運搬車両の使用にあたっての配慮
　　　　　　　①　エコドライブ（急発進・急加速や空ふかしなど）施行している。
　　　　　　　②　定期的にタイヤの空気圧の点検、また、オイル交換などを行っている。
　　　　　　　③　定期点検を担当ごとに行っている。

　　　3）・事業場における取組
　　　　　　　①　委託した産業廃棄物の計画管理、搬入管理を行っている。
　　　　　　　②　道具の整理整頓を行い、作業の効率化を図っている。
　　　　　　　③　けがを未然に防ぐため、場内の清掃を心掛けて行っている。

　　　4）・取引先における業務対応
　　　　　　　①　相手に伝わる挨拶を心掛けている。
　　　　　　　②　身だしなみに注意をしている。
　　　　　　　③　騒音、産業廃棄物の飛散などがないように作業を行っている。

　　　5）・中間処理後の産業廃棄物　環境負荷の低減
　　　　　　　①　廃棄物の物性などの情報を提供している。
　　　　　　　②　最終処分場の視察を定期的に行っている。

　　　6）・再使用、再生利用の実施
　　　　　　　①　再生資源の売却先を定期的に視察し、不適切な処理が行われていないか確認している。

　廃棄物処理に関する取組み
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１． 環境関連法規の遵守状況

当事業所に適用される環境関連法規の遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。

評価日　2025年7月10日

条項 遵守事項または規制基準 当社の適用及び対応 遵守評価

第12条第2項 産業廃棄物の適正保管
・保管基準の遵守、保管場所の表示（60cm×60cm　以上
掲示）
・廃棄物の悪臭・飛散防止

○

第12条第5項 産業廃棄物の委託処理 収集運搬及び処分許可業者への委託 ○

第12条第6項 運搬又は処分を委託する場合の処理基準の遵守 処理業者と契約契約書の締結 ○

第12条の3第１項 マニフェストの交付 ○

第12条の3第2項 マニフェストの保管 Ａ票、5年間保管 ○

第12条の3第3項
収集・運搬業者の管理票交付者へのマニフェスト返
却

B1票の90日以内の送付等 ○

第12条の3第4項
中間処理業者の管理票交付者へのマニフェスト返
却

D票の180日日以内の送付等 ○

第12条の3第6項 マニフェストの保管 B2、D、E票の5年間保管 ○

第12条の3第7項 マニフェスト交付状況の知事報告 6/30までに報告書提出 ○

第12条の3第8項 管理票写しの送付がない時の適切な措置の実施
運搬又は処分業者からのＢ2（90日以内）,D,E票（180日以
内）の期間内返却

○

第14条第1項
産業廃棄物収集運搬業者又は産業廃棄物処分業
者の許可

県知事の許可 ○

第14条第12項 産業廃棄物処理基準の遵守 産業廃棄物収集運搬業者 ○

第14条の2
産業廃棄物収集運搬業者又は産業廃棄物処分業
者許可等変更

県知事の許可 ○

第15条 産業廃棄物処理施設設置の許可
・廃プラスチック類処理施設、産業廃棄物の最終処分場等
・都道府県知事の許可

○

第16条 不法投棄の禁止 ○

第10条 浄化槽の保守点検及び清掃に実施 保守点検及び定期清掃の実施 ○

第11条 指定検査機関による水質に関する検査の実施 法定検査の実施（１回／年） ○

家電リサイクル法（特定家庭用機器再商品化
法）

第6条
特定家庭用機器廃棄物の収集・運搬をする者等へ
の適切な引き渡し、料金の支払

指定家電廃棄時のサイクル料金の支払 該当なし

道路運送車両法 第47条の2 日常点検整備及び定期点検整備
・日常点検整備
・定期点検整備（3か月点検整備 、6か月点検整備 、１年点
検整備）

○

消防法 第9条の4 指定可燃物の届出 紙屑、プラスチック類 ○

フロン排出抑制法（フロン類の使用の合理化及
び管理の適正化に関する法律）

第16条
機器の冷媒として使用されているフロンガスの漏え
いを未然に防止

3か月に1回以上の簡易点検の義務付け ○

法律
リサイクル法（資源の有効な利用の促進に関
する法律）

第4条
指定再資源化製品のリサイクルへの協力（適正廃
棄）

パソコン、小型二次電池等の廃棄時 該当なし

２． 違反、訴訟等の有無

関係機関からの指摘、利害関係者からの訴訟も過去３年間ありませんでした。

Ⅸ　環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟などの有無

責務・
努力

法律・条例

浄化槽法

義務 法令

廃棄物処理法（廃棄物の処理及び清掃に関す
る法律）
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作成　 2025年7月10日

確認

1 □

2 □

3 □

4 □

5 □

6 □

7 □

8 □

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2025/7/10

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2025/7/10

変更の
必要性

1 有 ・ 無

2 有 ・ 無

3 有 ・ 無

4 有 ・ 無

5 有 ・ 無

6 有 ・ 無

環境経営計画及び取組実施状況

環境関連法規要求一覧及び遵守状況

２
・
代
表
者
に
よ
る
全
体
評
価
・
見
直
し
指
示

「有」の場合の指示事項等

環境経営方針

　燃料費の高騰に加えて、ディーゼル車の割合が少なくなり、ガソリンに代わっています。その部分がとても大きく使用
量の増加、使用料金の増と圧迫されます。また、暑さが非常に厳しく、エアコンの温度設定が難しくなっています。今年
は長年使用していたエアコンを新しく買い換えました。また、電気使用料金を下げる機器を取付け、削減につなげたい
と思います。処分場としては、リサイクル向上は常に取組んで行きます。手間を惜しまず再資源化につなげる努力をし
ていきます。

見直し項目

環境に関する組織（実施体制含め）

その他のシステム要素

その他（外部への対応）

未達成になった要因を把握し目標の立て
方を検討すること

未達成の目標については活動計画を見直
し手段を増やすこと

外部コミュニケーション・対応記録

問題点の是正・予防措置の実施状況

環境経営計画

環境経営目標

特に問題ありませんでした。

有限会社ダストワーク

代表取締役　元杉智子

　代表者による全体の評価と見直し・指示

2025年7月10日

：（必要に応じて評価・コメント記載）

１
・
見
直
し
関
連
情
報

その他（                                            ）

継続して取り組みます

記録・文書として作成しました。

項    目

取引先、業界、関係行政機関、その他の外部
動向

軽油は未達

継続して取り組みます

記録に記載いたしました。

エコアクション21文書

環境経営目標及び目標達成状況
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